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「基本構想」の構成川崎市基本構想

Ⅰ 趣旨・目的

Ⅱ めざす都市像とまちづくりの基本目標

Ⅲ 基本政策

市の直面する状況、ポテンシャル、市政の基本的な考え方等
を記載します。

めざす都市像‥
「成長と成熟の調和による持続可能な最幸のまちかわさき」

基本目標‥
「安心のふるさとづくり」「力強い産業都市づくり」
●‥‥‥
●‥‥‥

１ 生命を守り生き生きと暮らすことができるまちづくり
●‥‥‥
●‥‥‥

２ 子どもを安心して育てることのできるふるさとづくり
●‥‥‥
●‥‥‥

３ 市民生活を豊かにする環境づくり
●‥‥‥
●‥‥‥

４ 活力と魅力あふれる力強い都市づくり
●‥‥‥
●‥‥‥

５ 誰もが生きがいを持てる市民自治の地域づくり
●‥‥‥
●‥‥‥

※全体で３～５ページ程度の文章量を想定

レイアウト・項目立ては仮のイメージで
あり、今後変更する可能性があります。



新たな総合計画における政策体系（たたき台）
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参加と協働により市民自治を推進する

5 誰もが生きがいを持てる市民自治の地域づくり
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4 活力と魅力あふれる力強い都市づくり

1

2

5

6

7

4

3

4

5

6

1

2

人権を尊重し共に生きる社会をつくる

1
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スポーツ・文化芸術を振興する

戦略的なシティプロモーション

総合的な交通体系を構築する

魅力ある都市拠点を整備する

良好な都市環境の形成を推進する

生き生きと働き続けられる環境づくり

ＩＣＴ（情報通信技術）の戦略的な活用

臨海部を活性化する

新たな産業を生み出す

川崎の発展を支える産業の振興

確かな暮らしを支える

病気や怪我から市民の健康と安全を守る

生涯を通じて学び成長する

安心して子育てできる環境づくり

未来を担う人材を育成する

2 子どもを安心して育てることのできるふるさとづくり

3

3

地域環境を守る

みどりと水の豊かな環境をつくりだす

3 市民生活を豊かにする環境づくり

環境に配慮したしくみをつくる

水の安定した供給・循環を支える

誰もが安心して暮らせる地域のつながり・しくみをつくる

安全に暮らせるまちをつくる

第１階層（基本政策）

1 生命を守り生き生きと暮らすことができるまちづくり

災害から生命を守る

第2階層（政策）
1

2

第
３
階
層
（
施
策
）

第
４
階
層
（
事
務
事
業
）

※政策体系は現時点でのたたき台であり、今後の精査で変更する場合があります。

基本構想:第１階層（基本政策) 基本計画:第２階層（政策) 実施計画:第３階層（施策)
:第４階層（事務事業)



基本政策２
子どもを安心して育てることのできるふるさとづくり

基本方針・目標

子どもや若者が、夢や希望を抱いて、安心して生きていける社会の実現

のために、出産・子育てから、子どもの成長・発達の段階に応じた「切れ

目のない」支援を進めるとともに、子どもや、子育て家庭に寄り添い、共

に、幸せに暮らすことができる地域づくりを進めます。

また、未来を担う子どもたちが、乳幼児期には、情緒の安定とともに、

他者への愛着や信頼感を醸成し、学齢期には、社会の中で自立して主体的

な人生を送る基礎を築くとともに、個人や社会の多様性を尊重し、共に支

え、高めあいながら成長し、若者として社会に力強く羽ばたいていく姿を

市民が実感できるような社会をめざします。

さらに、生涯を通じた、市民の学びや活動を支援することで、それぞれ

の市民が持つ経験や能力が地域の中でつながり、さまざまな世代が交流し

ながら、社会的な役割として活かされるような環境づくりを進めます。

政策体系

基本政策２
子どもを安心して育てることのできるふるさとづくり

政策２-１ 安心して子育てできる環境づくり

政策２-２ 未来を担う人材を育成する

政策２-３ 生涯を通じて学び成長する
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レイアウト・項目立ては仮のイメージで
あり、今後変更する可能性があります。

基本構想



基本政策２

政策2-1 安心して子育てできる環境づくり

政策の方向性

本市の社会状況や子どもを取り巻く家庭・地域の環境が変化する中、子育て

に不安や負担を感じる家庭も多く、子どもが健やかに成長し、若者が社会で

自立して暮らせるよう、安心して子育てできる環境づくりが求められていま

す。子育てを家庭を地域社会全体で支え、子どもが健やかに成長していくた

め、地域における子ども・子育て支援の推進、保育サービスと幼児教育の充

実、親子の健康づくりの促進を図るとともに、児童虐待防止の取組などの子

どもの命を守るしくみづくりや家庭での養育が困難な状況にある親子への支

援体制づくりを進めます。

施策体系

政策2-1 安心して子育てできる環境づくり

施策2-1-1 子育てを社会全体で支える取組の推進

施策2-1-2 質の高い保育の充実と幼児教育の推進

施策2-1-3 子どもの健やかな成長の促進

施策2-1-4 子どもが安心して暮らせる支援体制づくり

市民の実感

市民の実感指標の名称 現状 最終目標

川崎市が、子育て環境の整っ
たまちだと思う市民の割合（市

民アンケート）
２６．９％ ○○％

基本計画
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レイアウト・項目立ては仮のイメージで
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施策2-1-2 質の高い保育の充実と幼児教育の推進

出典：市民・こども局こども本部調べ

施策の概要

• 就労形態の多様化や育児休業制度の定着に伴う共働き世帯の増加などにより、

保育ニーズが年々高まっていることから、引き続き民間の多様な運営主体の参

画の促進を図りながら、地域の保育需要にあわせながら認可保育所の整備や認

可外保育施設等への支援などを進めるとともにきめ細やかな保護者への相談・

支援を実施するなど、待機児童解消に向けた取組を継続します。

• 子育て家庭のニーズの多様化に伴い、多様な運営主体が保育所、認定こども園、

幼稚園などで教育・保育サービスを提供していることから、子育て家庭が安心

して子どもを預け、子どもが生活や遊びの体験を通して、健やかに成長してい

くため、保育士の人材確保や幼児園における預かり保育の充実など保育サービ

スの質の向上や幼児教育の推進を図ります。

• 保育受入枠の拡大に伴い保育所の運営費が増加していることや、認可保育所に

入所する児童と入所していない児童との１人当たりの市費負担の公平性の観点

から、本市の他の行政サービスの利用における受益と負担の状況や、国の制度

改正、他都市における状況等にも留意し、保育サービスの受益と負担の適正化

を図ります。
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レイアウト・項目立ては仮のイメージで
あり、今後変更する可能性があります。

実施計画



実施計画

子どもを安心して預けられる環境を整える

成果指標

成果指標の名称
（指標の出典）

現状
最終目標値

（平成29（2017）年度）

待機児童数
（市の集計値）

ゼロ ゼロを維持

利用申請に対する認可施設（保育所、
小規模保育など）を利用する児童の
割合（市の集計値）

○○％ ○○％

市民生活の向上に直結する目標（直接目標）

事務事業の年度別計画

事務事業名

現状 事業内容・目標

平成26～27
（2014～15）
年度

平成28（2016）
年度

平成29（2017）
年度

平成30（2018）
年度以降

認可保育所の整備 ●認可保育所
の施設数と定員
数（***か所、
*****人）

●認可保育所の
施設数と定員数
（***か所、
*****人）

●認可保育所の
施設数と定員数
（***か所、*****
人）

事業推進

民間保育所の運営 ●民間保育所
の施設数と定員
数（***か所、
*****人）

●民間保育所の
施設数と定員数
（***か所、
*****人）

●民間保育所の
施設数と定員数
（***か所、*****
人）

事業推進

公立保育所の運営 ●効率的で効
果的な運営
（***か所、
*****人）

●効率的で効果
的な運営（***か
所、*****人）

●効率的で効果
的な運営（***か
所、*****人）

事業推進

認可外保育施設の
支援等

●本市施策に
対応した認可外
保育施設の受
け入れ人数
（****人）

●本市施策に対
応した認可外保
育施設の受け入
れ人数（****人）

●本市施策に対
応した認可外保
育施設の受け入
れ人数（****人）

事業推進

概要説明

概要説明

概要説明

概要説明
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